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（報告書より）図 2-1 受入れ等に係る業務の流れ



2
（報告書より）図 2-3 電子公文書等システム（現行システム）の全体概要図
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（報告書より） 図 2-5 課題と対応の関係
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（注）赤字：調査報告書の章番号を説明者補記

参考３



4

（報告書より）表 2-5 電子公文書等システムで保存する電子ファイルのフォーマット概況

フォーマット種類 概数 全体に占める

割合 

標準的フォーマット 5 万件 約 70％ 

 

文書作成（OASYS、一太郎、Word、PDF） 3 万件 

表計算（Excel） 4 千件 

プレゼンテーション（PowerPoint） 2 百件 

画像（JPEG、GIF、TIFF、BMP） 8 千件 

音声（WAVE） 20 件 

映像（QuickTime） 数件 

非標準フォーマット 2 万件 約 30％ 

合計 7 万件 100％ 
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（報告書より）表 3-3 標準的フォーマットへの追加に係る確認観点

No 項目 補足（確認方法等） 

1 移管数 移管実績数は多いか。 移管実績を確認する。 

2 移管実績が一過性のものではないか。 移管実績を確認する。 

3 標準規格 国際標準、国内標準又はデファクトスタン

ダードであるか。 

 

4 環境の用意 いつまでに受け入れ環境を用意すればよ

いか。 
運用の特性上、現用から移管されるまで時間

があるため、受入れを行う実施時期を見てシ

ステム更改等での対応計画を整理する。 

5 長期保存の

方法 
適切な長期保存フォーマットが存在する

か。 
長期保存方法についての検討を行う。 

6 長期保存フォーマットへの変換は可能か。 長期保存方法についての検討を行う。 
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（報告書より）表 3-11 長期保存フォーマットを見直す際の観点

No 項目 

1 標準化、規格化がなされている。 

2 広く普及している。 

3 技術内容は誰でも知ることができる。 

4 オリジナルの情報に戻すことができる（可逆）圧縮か、そうではなく非可逆圧縮か。 

5 移管データに対して長期保存フォーマットが品質の面で劣っていない。 
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